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研究成果の概要：本研究は、蜂産品の中でもプロポリスを中心に、その構成成分および抗酸化

活性や血管新生抑制活性などについて研究を行った。その結果、プロポリスの採取地域による

成分の違いを明らかにした。また、新たな起源植物を見出し、血管新生抑制活性についても興

味深いデータを得ることができた。さらに、プロポリス生産に関わるミツバチの行動学的解析

を進めるとともに、ハチミツについても成分分析と抗酸化活性評価を実施した。 
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１．研究開始当初の背景 
蜂産品とはミツバチの生産物のことである

が、研究代表者は特にプロポリスに関する研
究を中心に進めていた。プロポリスとはミツ
バチが周辺の植物を集め、自分の巣に持ち帰
って蓄えた樹脂状物質である。日本では、主
に健康食品の素材として用いられているが、
プロポリスに関する基礎的な研究は遅れてい
た。研究代表者は、平成15年度より研究助成
を受けた科学研究費（基盤研究C）「プロポリ
スとその起源植物に関する化学生物学的研
究」において、これらの事項を解明すること
を目指した。そして、この研究は順調に成果

を上げることができ、プロポリスの構成成分
の分析においては、世界各地のプロポリスの
多様性を解明するとともに、研究が遅れてい
たアジア地域のプロポリスの成分研究にも着
手し、日本産や韓国産のプロポリスの構成成
分を明らかにした。さらに、日本の中でも沖
縄産プロポリスに特異な成分が含まれること
を発見した。起源植物の探索研究に関しては、
ブラジル産プロポリスの起源植物を世界で初
めて解明し、キク科の一種の植物を同定した。
このような化学的研究だけでなく、プロポリ
ス成分の体内動態研究も実施し、プロポリス
由来のフラボノイドが体内に吸収されること



を初めて実証することにも成功した。一方で、
プロポリスや起源植物に対するミツバチのバ
イオアッセイ系も確立することができ、ミツ
バチの行動学的側面から、すなわち起源植物
やプロポリスに対するミツバチの誘因性の解
析からも、プロポリスを考察することが可能
となった。 
 
２．研究の目的 
 １の「研究開始当初の背景」にも記載した
ように、研究代表者はプロポリス研究におい
て数々の実績を上げることができたが、プロ
ポリスを機能性食品として正しく評価する
ためには、生化学的な面からの検証も必要で
ある。そこで、研究分担者として新たに太田
が加わり、プロポリスの研究については、こ
れまでの成分化学的な研究に加え、プロポリ
スを機能性食品素材として適切に評価する
ため、ガン血管新生抑制活性について詳細に
研究を進めていくこととした。 
 また、蜂産品としては、プロポリスよりも
ハチミツの方が代表的である。近年、抗菌作
用を持ったものや、蜜源を生薬植物に限定し
た「薬蜜」も商品化されて、ハチミツ市場で
も機能性で差別化が図られるようになってき
た。しかし、その科学的根拠はまだ十分に得
られているとは言えなかった。このようなこ
とから本研究は、蜂産品の中でもプロポリス
だけでなく、ハチミツも研究対象とすること
にした。プロポリスについては、従来の成分
化学的研究を基盤に、ガン血管新生抑制作用
に関する研究を進め、ハチミツに関しては、
機能性を有するとされているハチミツの成分
分析を中心に、機能性解明につながるデータ
の取得を目指した。また、プロポリス、ハチ
ミツとも、実際のミツバチの行動学的な側面
からの生物学的な解析も引き続いて実施した。 
 
３．研究の方法 
(1) プロポリスの構成成分の分析 

未だ構成成分が解明されていないプロポリ
スの成分分析を実施した。特に、中国やアル
ゼンチン各地で採取されたプロポリスの成分
分析を行った。また、従来の研究により、沖
縄産や済州島産（韓国）のプロポリスに、他
産地には見られない成分の存在が確認された
ため、これらの成分の解明も進めた。 

 
(2) プロポリスの起源植物の解明 
 プロポリスの分析化学的な研究とミツバチ
の行動学的解析とを組み合わせ、沖縄および
岡山産プロポリスの起源植物の解明を試みた。 
 
(3) プロポリスのガン血管新生抑制の解析 

ブラジル産プロポリスの主要成分であるア
ルテピリン C を中心に、ガン血管新生抑制作
用を調べた。また、この成分以外のプロポリ

ス中の成分について同様な解析を行うととも
に、分子レベルでの作用メカニズムの解析を
行った。 

 
(4) ミツバチの行動学的解析に基づくプロポ
リス生産の解明 
ミツバチの行動パターンとプロポリスの生

産に関して調査した。 
 
(5) ハチミツ中の機能性成分の分析 
ピロリ菌に対する抗菌性が報告されている

ニュージーランド産マヌカハチミツをはじめ、
世界中の様々なハチミツについても抗酸化、
抗菌活性を比較した。 
 
４．研究成果 
(1) プロポリスの構成成分の分析 
 韓国済州島より採取されたプロポリスに、
他産地に見られない成分が含まれているこ
とが見出されたため、これらの成分を単離し
て構造解析を行った。その結果、新規カルコ
ン化合物であることを明らかにした（図 1）
（雑誌論文 14）。また、沖縄産プロポリスの
成分分析も行い、新規化合物を含むプレニル
フラボノイドを複数同定した（雑誌論文 12）。
また、中国およびアルゼンチンの各地域で採
取されたプロポリスの成分分析と抗酸化活
性の評価を行った（雑誌論文 10, 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
   
図 1. 韓国済州島産プロポリスより単離、同
定した新規カルコン 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2. 沖縄産プロポリスより単離、同定した
新規プレニルフラボノイド 
 
(2) プロポリスの起源植物の解明 
 プロポリスの分析化学的な研究と、現地に
おけるミツバチの行動学的な調査を行うこ
とで、岡山および沖縄産プロポリスの起源植
物を解明することに成功した。岡山産プロポ
リスは、広葉樹ヌルデであった（雑誌論文 7）。



(5) ハチミツ中の機能性成分の分析 一方、沖縄産プロポリスの起源植物はトウダ
イグサ科の植物オオバギであった（雑誌論文
8）。沖縄産プロポリスの起源植物の発見は、
世界的な蜂産品のウェブサイトである
Apitherapy News でも大きく取り上げられ、
現代化学の表紙も飾った（図3）（雑誌論文 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. オオバギを採取するミツバチ 
 
(3) プロポリスのガン血管新生抑制の解析 

ブラジル産やその他の地域のプロポリスを
用いて血管新生抑制活性を調べた（図 4）。
また、ブラジル産プロポリスの主要成分であ
るアルテピリン C を中心に、ガン血管新生抑
制作用を調べ、活性を確認した（雑誌論文 11）。
また、この成分以外のプロポリス中の成分に
ついて同様な解析を行うとともに、分子レベ
ルでの作用メカニズムの解析を行った（雑誌
論文 2, 4）。 

国産や外国産を含めた様々な蜜源由来のハ
チミツの抗酸化活性を評価し、蜜源植物の違
いにより、活性や構成成分が異なることを明
らかにした。そして、高い抗酸化活性が認め
られたペパーミントハチミツより活性成分を
単離し、いくつかのフラボノイドを同定した。 
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(4) ミツバチの行動学的解析に基づくプロポ
リス生産の解明 
 ミツバチの行動パターンとプロポリスの
生産に関する調査を行い、同じ巣箱由来のプ
ロポリスでも季節などにより変動があるこ
とを明らかにした。 
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